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被災自治体News

常磐道、全線開通しました
3月1日(日)、常磐自動車道の浪江IC～常磐富岡IC間が開通し、東京圏から福島県浜

通りを通って仙台圏をつなぐ高速道路が、ついに全線つながりました。

安倍晋三首相も出席したテープカットの後、浪江町内のサンシャイン浪江で開通式

典が行われ、「思い切(せつ)なれば必ず遂(と)ぐるなり」と刻まれた記念プレートが除

幕されました。

これは、曹洞宗の開祖・道元が弟子への説話に話したとされる言葉を、双葉町から

埼玉県加須市に避難している書家渡部翠峰(すいほう)さんが揮毫(きごう)したものです。

復興への思いを込めたこのプレートは、ならはPAに設置されるとのことです。
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浪江町からのお知らせ



被災自治体News

南相馬市民の避難状況 ※南相馬市外に避難している人数（南相馬市HPから）

【都道府県別】 平成27年2月26日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

福島県 4,958 群馬県 174 大阪府 29 熊本県 8 山口県 2

宮城県 1,798 長野県 81 京都府 24 富山県 7 高知県 1

新潟県 735 山梨県 79 福井県 21 島根県 6 和歌山県 -

山形県 725 北海道 77 沖縄県 21 福岡県 5 徳島県 -

東京都 670 秋田県 70 青森県 17 三重県 3 鳥取県 -

茨城県 625 岩手県 60 岐阜県 12 奈良県 3 宮崎県 -

埼玉県 581 静岡県 56 岡山県 12 香川県 3 鹿児島県 -

栃木県 451 兵庫県 37 滋賀県 11 愛媛県 3 海外 11

千葉県 417 愛知県 35 広島県 10 佐賀県 3 合 計 12,256

神奈川県 373 石川県 31 長崎県 8 大分県 3 (2/19 12,303)

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 1,293 喜多方市 50 棚倉町 18 下郷町 5 合 計 4,958

相馬市 1,271 本宮市 33 会津美里町 16 北塩原村 5

いわき市 628 西郷村 28 西会津町 13 玉川村 5

郡山市 492 会津坂下町 27 田村市 12 広野町 3

会津若松市 255 南会津町 26 磐梯町 9 天栄村 2

新地町 247 川俣町 25 金山町 7 鮫川村 2

二本松市 120 鏡石町 20 泉崎村 7 浅川町 2

伊達市 111 三春町 20 矢吹町 6 小野町 2

須賀川市 87 猪苗代町 19 矢祭町 6 国見町 1

白河市 60 桑折町 18 古殿町 6 石川町 1

71,561人平成23年3月11日現在の人口

3,666人市内転居

12,085人

27人

8,290人

3,768人

12,256人

(7,298人)

12,256人

47,220人

4,818人

3,733人

35,003人

計

所在不明

転出

死亡（震災以外の死亡含む）

その他

計

（うち福島県外）

市外の知人宅や借上げ住宅等

市外避難者

計

市内の仮設住宅

市内の知人宅や借上げ住宅等

自宅居住

市内居住者

53,635人71,561人計

39,902人47,116人原町区

13,733人11,603人鹿島区

－12,842人小高区

平成27年
2月26日現在の

居住者数

平成23年
3月11日現在の

人口

※3月11日以降の転入者および他市町村からの
避難者を含むため、避難の状況の市内居住者
数と合計の数が異なります。

南相馬市からのお知らせ
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被災自治体News

復興・交流に希望の道 （市長からのメッセージ）

3月2日ＨＰ更新

平成２７年３月１日は福島県浜通り地方にとって歴史的な日で

す。常磐自動車道が全線開通する日です。東日本大震災と福

島第一原子力発電所事故以来、不便になっていた首都圏と高

速道によってつながりました。東京まで３時間ほどで行くことができ

ます。 ２月２１日には南相馬鹿島スマートＩＣが開通し、５月連休

前には「セデッテかしま」が開設予定です。南相馬市の復興と交

流拡大に大きく貢献するものと思います。

３月１日は県立高校の卒業式の日です。卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござい

ます。希望に満ちた未来に向かって大いに羽ばたいてください。皆さんが将来、南相

馬市と日本のために活躍することを期待しています。

２４日には南相馬市防災センターが竣工いたします。相馬地方の拠点として機能す

ることになります。

２９日には原町区萱浜地区海岸で鎮魂復興市民植樹祭を開催いたします。全国

から多くのボランティアの皆さんも参加予定です。大震災で犠牲となった方々の鎮魂

のために、市民の皆さんの参加をお願いします。

４月には原町区大町地区の災害公営住宅が供用されます。防災集団移転も進み、

小川町地区にも多くの住宅が建ち始めました。被災され避難生活を余儀なくされてき

た市民の方々が少しでも安心して生活できることができればいいですね。

今後とも南相馬市の復興のために一緒に取り組んで参りましょう。

南相馬市長 桜井勝延

問い合わせ 総務部 秘書課 ０２４４－２４－５２２１TEL
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被災自治体News

国民健康保険の一部負担金の免除期間が延長になりました

2月19日ＨＰ更新
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東日本大震災に係る国民健康保険の一部負担金の免除期間が延長になりました。

対象者の方には、新しい免除証明書を送りましたので、医療機関を利用するときには忘れず

に提示してください。

平成28年3月31日まで

・避難指示等対象地域以外の方および旧緊急
時避難準備区域の上位所得層で免除対象外と
なった方で、震災により被災された方（震災によ
る住宅の全半壊など）

平成27年9月30日まで

（平成27年10月1日から平成28年2月29日までの免除につい
ては、上位所得層の世帯（同じ世帯の国保加入者全員の平
成26年中の所得[※]の合計が600万円を超える世帯）は、免
除対象外となります。）

・特定避難勧奨地点に指定されていたところに
住所を有し、現在避難されている方

平成27年7月31日まで

○上位所得層の世帯（同じ世帯の国保加入者全員の平成
25年中の所得[※]の合計が600万円を超える世帯）は免除
対象外となっています。
（平成27年8月1日から平成28年2月29日までの免除につい
ては、平成26年中の所得において上位所得層と判定された
世帯は、免除対象外となります。）

・旧緊急時避難準備区域の方

平成28年2月29日まで・旧警戒区域の方

有効期限対象者

所得[※]：国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等

※ 世帯内の国民健康保険加入者の増加や世帯主の変更、所得の変更によって、一部負担

金等の免除措置の対象から外れる場合があります。

※ 旧緊急時避難準備区域の方で、税の申告が済んでいないなどの理由で、国民健康保険

加入世帯員の中に所得の確認ができない方がいる場合は、一部負担金等免除証明書を

交付することができません。税の申告がお済みでない方は、申告をしてください。

■お手元の保険証をご確認ください

上記の一部負担金免除期間延長となるのは、

南相馬市の国民健康保険に加入されている方

のみです。

問い合わせ 市民生活部 市民課 保険年金係 ０２４４－２４－５２３３TEL



被災自治体News

後期高齢者医療保険の一部負担金等免除期間の延長

2月26日ＨＰ更新

免除期間が延長となる方には、新しい免除証明書を送りましたので、医療機関を利用すると

きは忘れずに提示してください。

なお、旧緊急時避難準備区域の方で、後期高齢者医療保険加入世帯員の中に、税の申告

が済んでいないなどの理由で所得の確認ができない方がいる場合は、一部負担金等免除証

明書の交付ができませんので、ご注意ください。

平成27年9月30日まで

（平成27年10月1日から平成28年2月29日までの免除につい
ては、上位所得層の世帯(同じ世帯の後期高齢者医療保険
加入者全員の平成26年中の所得[※]の合計が600万円を超
える世帯）は、免除対象外となります。）

＊旧緊急時避難準備区域の上位所得層に該当し免除対象
外となった方で、特定避難勧奨地点に指定され、現在避難し
ている方は、申請が必要です。

・特定避難勧奨地点（一部負担金等免除申請
により認定されている方）

平成27年7月31日まで

・上位所得層の世帯(同じ世帯の後期高齢者医療保険加入
者全員の平成25年中の所得[※]の合計が600万円を超える
世帯）は、免除対象外となります。

（平成27年8月1日から平成28年2月29日までの免除につい
ては、平成26年中の所得において上位所得層と判定された
世帯は、免除対象外となります。）

・旧緊急時避難準備区域

平成28年2月29日まで・旧警戒区域等

有効期限対象

所得[※]：後期高齢者医療保険料の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等

※ 世帯内の後期高齢者医療被保険者の増加や所得の変更によって、一部負担金の免除措

置の対象から外れる場合があります。

問い合わせ 市民生活部 市民課 保険年金係 ０２４４－２４－５２３３TEL
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被災自治体News

今週の番組（60分） ※パソコン視聴・アクトビラ配信

1. オープニング&今週の番組 [0分～]

2. 常磐自動車道 全線開通 [2分～]

3. 第9回 南相馬市民俗芸能発表会 宝財踊り（原町区） [7分～]

4. みなみそうま見聞録 祥雲山陽山寺 [22分～]

5. 市長記者会見定例会 [27分～]

6. 第9回 ゆめはっとまつり [47分～]

7. 市長訪問報告 義援金受納 [57分～]

8. 旧警戒区域ライブカメラのお知らせ [59分～]

[午前10時～／午後4時～] あれから1,400日の時を経て

[午前8時57分～／午後0時57分～／午後3時57分～]

旧警戒区域ライブカメラ

番組内容 [3/4～3/10]

今週は、安部首相も出席した常磐
自動車道全線開通セレモニーの様
子や、ゆめはっとまつりの模様な
どをお届けします。

東日本大震災関連の慰霊祭等について

南相馬市データ放送3月3日掲載

追悼式典原町区 ゆめはっと午後２時１５分～４時

慰霊祭鹿島区 沼の内児童公園午後２時～

慰霊の螺鹿島区北右田 北右田地区慰霊碑午前１０時１０分～

供養・法要鹿島区烏崎 宮田緑地公園午前１０時～

慰霊の螺鹿島区南右田 南右田地区慰霊碑午前９時３０分～

３月１１日（水）

慰霊祭小高区塚原 塚原公会堂午前１０時～

慰霊碑除幕

祈とう
原町区上渋佐南谷地午前１０時～

３月８日（日）

内容ところとき

みなみそうまチャンネルでは、３月１１日の南相馬市東日本大震災追悼式の
模様を、開式の午後２時１５分から閉式の午後４時まで生中継します。
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被災自治体News

震災から４年を迎えて（町長メッセージ）

3月1日ＨＰ更新

双葉町からのお知らせ

東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故から今月１１日

で、４年を迎えるにあたり、町民の皆さまにご挨拶を申し上げます。大

震災による大津波で亡くなられた方、そして避難先で亡くなられた方

のご冥福を心よりお祈り申し上げます。そして、今なお全国各地に町

民の皆さまが避難を続けている状況のなかで、一日も早い生活再

次ページへ続きます

建と、ふるさと双葉町の復興のため、諸課題の対応に日々全力で取り組んでおります。

復興公営住宅の整備については、昨年１１月に郡山市内に、双葉町民向けとして

は初めての八山田団地１号棟が完成し入居されましたが、今月中には、いわき市下

神白団地が完成する予定となっております。

原発事故避難者向けの復興公営住宅の整備について、県は１月３０日に、平成２

９年度までに整備する予定だった４，８９０戸のうち、約１，０００戸の完成が、平成２９

年度末までにずれ込む見通しになったことを明らかにしました。この事態を受けて、２月

９日には双葉地方町村会として、内堀福島県知事に対する復興公営住宅の早期

整備に関する緊急要望を行い、私も参加して整備計画の前倒し実現を強く要望した

ところであります。

今後双葉町民が中心となって入居できる復興公営住宅として、町外拠点の中心と

なるいわき市をはじめ、郡山市、白河市、南相馬市での県による整備が本格化してい

きますので、引き続き県に対して、早期整備に向けた働きかけを行ってまいります。

さて、双葉町復興推進委員会で一昨年１０月から１６回の審議を経て最終報告が

このたび取りまとめられ、私宛てに提言をいただきました。この最終報告の中で、特に

「双葉町復興まちづくり長期ビジョン」案については、復興計画の考え方をより具体化

し、町の将来像を明らかにするもので、昨年10月の中間報告をもとに町民の皆さまか

らいただいた意見公募を反映させるとともに、インフラ復旧と産業振興について検討し

た復興産業検討部会と、津波被災地域の復旧・復興を議論した津波被災地域復

興小委員会の最終報告を踏まえた内容となっています。今後は議会と協議の上、長

期ビジョンを策定することとなりますが、双葉町の復興のため、長期ビジョンの具体化

に取り組んでいく所存であります。

また、双葉町内の除染、復旧作業については、平成２７年度に国による避難指示

解除準備区域の両竹、浜野地区の本格除染が行われるほか、津波ガレキの処理

作業が本格化していきます。
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被災自治体News

また、帰還困難区域内の拠点除染として、双葉中学校、双葉高等学校、双葉町コ

ミュニティセンター、双葉駐在所に加え、国道２８８号線、県道４路線などの除染も実

施されます。

このほか、本年度も引き続き、町民のきずなの維持・発展、町立学校における教育

活動の充実や町民の皆さまの健康管理などの重要施策にも取り組んでまいります。

大震災から５年目となる本年も引き続き、双葉町が抱える諸課題の一つ一つに対

応し、町民の皆さまに双葉町の復興を実感していただけるよう、初心を忘れず誠心誠

意取り組んでまいります。

いましばらくは寒さの厳しい日々が続きますので、健康に留意され、ふるさと双葉町を

想い、夢と希望を持って、共に頑張ってまいりましょう。町民の皆さまのご多幸を心より

お祈り申し上げ、大震災から４年を迎えるにあたってのご挨拶といたします。

双葉町長 伊澤 史朗

双葉町民の避難状況
【都道府県別】 平成27年3月2日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 17 埼玉県 898 岐阜県 10 鳥取県 - 佐賀県 4

青森県 24 千葉県 188 静岡県 35 島根県 18 長崎県 5

岩手県 7 東京都 354 愛知県 9 岡山県 3 熊本県 6

宮城県 216 神奈川県 186 三重県 - 広島県 4 大分県 6

秋田県 12 新潟県 178 滋賀県 1 山口県 - 宮崎県 -

山形県 38 富山県 13 京都府 10 徳島県 - 鹿児島県 16

福島県 4,036 石川県 14 大阪府 4 香川県 - 沖縄県 4

茨城県 431 福井県 9 兵庫県 2 愛媛県 5 海外 4

栃木県 162 山梨県 12 奈良県 6 高知県 - 合 計 7,009

群馬県 47 長野県 8 和歌山県 - 福岡県 7

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 349 南相馬市 175 矢吹町 26

会津若松市 87 伊達市 14 棚倉町 17

郡山市 753 本宮市 59 塙町 10

いわき市 1,939 大玉村 6 平田村 6

白河市 242 鏡石町 9 三春町 13

須賀川市 54 猪苗代町 25 広野町 25

喜多方市 15 会津坂下町 15 新地町 7

相馬市 63 会津美里町 20 その他 23

二本松市 20 西郷村 35 合 計 4,036

田村市 25 泉崎村 5

2,973福島県外に避難している方

4,036福島県内に避難している方

人数所在

＊所在不明者 4人
うち津波による行方不明者 1人

＊死亡者 366人
うち災害関連死亡者 146人
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町内のバリケードについて

3月2日ＨＰ更新

大熊町からのお知らせ

平成２６年９月１５日の国道６号の自由通行化、平成２７年２月２８日の国道２８８号～県道３５

号の自由通行化に伴い、長者原立体交差の東西ゲート、スポーツセンター入口ゲート、三角

屋交差点東西ゲートが有人管理ゲートに変更され、山神ゲート、秋葉台北ゲートが追加されま

した。有人管理ゲートでは、通行証と身分証明書の提示が必要となります。

また、国道６号沿線上、国道２８８号～県道３５号沿線上の自宅への一時立ち入りはコール

センターへ申し込みをしなければバリケードは解錠されません。(一時立ち入りの当日のみ解

錠されます。)

※ 自由通行化された沿線上の自宅への一時立ち入りは、従来どおり年間最大１５回までとな

りますのでご注意ください。

問い合わせ 環境対策課 ０１２０－２６－３８４４（代）

一時帰宅時は防護装備を着用してください

3月2日ＨＰ更新

原発事故から３年１１カ月が経過しましたが、発電所からは現在も放射性物質の放出が続い

ています。当初に比べると空間線量率は低下してきましたが、一時立ち入りの際はマスク等の

防護装備の着用をお願いします。

大熊町では環境確認のため、一定期間に地表面に降下した放射性物質の量(大気中のちり

などに含まれる放射性物質)を測定しています。平成２６年１１月の測定(１㎡あたりに降下した

放射性物質)では、大熊町で他自治体に比べて高い数値のセシウム１３７が検出されました。

検出されたセシウム１３７が、発電所から新たに出たものか、周辺の土壌等からの再浮遊によ

るものかは不明ですが、現在も大気中に放射性物質が含まれていることは明らかです。呼吸に

より放射性物質を取り込む恐れもありますので、立ち入りの際はマスクを着用し、内部取り込み

をしないよう各自防護をお願いします。

特に、室内清掃等を行う際は、屋外にくらべて低いレベルと思われますが、ほこりに放射性

物質が含まれている恐れがありますので、巻き上げて吸い込んだり、身体に付着したりしない

ようご注意ください。

■平成２６年１１月の測定結果

(福島県のホームページから)

１カ月分の降下物を回収し、放射性物質濃度を測定

したものです。（測定値はセシウム１３７の値）

※検出限界値は、測定点によって異なるが９～３０Bq/㎡

問い合わせ 環境対策課 ０１２０－２６－３８４４（代）

検出限界値未満会津若松市 追手町

９．３福島市 方木田

検出限界値未満いわき市 平

１６楢葉町 繁岡

１３南相馬市 原町

１３０Bq/㎡大熊町 大野
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大川原、中屋敷地区、大熊町民以外の方が、町内の帰還困難区域内の

お墓参りを希望する場合について 3月3日ＨＰ更新

大川原、中屋敷地区、大熊町民以外の方が、大熊町の帰還困難区域内のお墓参りをする場

合、帰還困難区域内に居住していた親戚や知人の方に同乗して立入りをお願いしていますが、

都合が合わない場合や親戚等が居ない場合は以下の手続きにより立入りが可能です。

申請方法

以下の書類を大熊町役場会津若松出張所、いわき連絡事務所、中通り連絡事務所へ提出

してください。（郵送、または持参）

※郵送の場合は会津若松出張所 環境対策課あてにお願いします。

①帰還困難区域への一時立入りに関する申請書（墓参）

※申請書はホームページからダウンロードできます。

※経路上に記載する地点は、町内バリケードの有人管理ゲートを記載してください。

②お墓（埋葬者）との関係性が分かる書類（戸籍謄本、写真等の写し）

※初回申請の際は、②の添付が必ず必要です。次回の申請の際、内容に変更が無い場

合は、初回申請の添付書類で確認できるため再提出は不要です。

留意事項

※ 許可証は郵送しますので、申請は立入り日の１０日から１週間前までに提出してください。

※ 立入りが可能な時間は、午前９時～午後４時の間で５時間が上限です。

※ 帰還困難区域のお墓参りについては、１カ月に１回で、１日のみとなります。長期間での立

入りや、1カ月内に複数回立ち入ることはできません。

※ お墓参り以外の目的での立入りが確認された場合、次回立入りの発行停止の措置がとられ

ます。

※ 必ず、身分証明証（同乗者含む）を携行してください。

※ 帰還困難区域を退域する際には、退域箇所の最寄りの会場で必ずスクリーニングを受けて

ください。

※ 立入りの際に使用する防護服、装備品、線量計については、立ち入る前に下記スクリーニ

ング場で受け取ってください。

０８０－６８４９－４０４５大熊町大字野上字小塚地内中屋敷スクリーニング場

０８０－６８４８－５９６７浪江町大字加倉字加倉前20-1,20-3加倉スクリーニング場

０８０－６８５７－４１１４富岡町大字上手岡字高津戸地内高津戸スクリーニング場

０８０－２５５７－７５１１大熊町大字大川原字西平591-1大川原スクリーニング場

０８０－８０１４－０７２１浪江町下津島字松木山22-1津島活性化センター

０８０－８０１４－０６９７浪江町大字高瀬字小高瀬迫183高瀬スクリ－ニング場

０２４０－２５－１４６６富岡町大字毛萱字前川原232-16毛萱・波倉スクリーニング場

連絡先所在地箇所名

問い合わせ 大熊町役場 会津若松出張所 環境対策課
０１２０－２６－３８４４（代）
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中間貯蔵施設の搬入受け入れ判断について

3月3日ＨＰ更新

大熊町民の皆さまへ

中間貯蔵施設の搬入受け入れ判断について

国が大熊、双葉両町に建設を計画している中間貯蔵施設については、大熊町で

は、昨年１２月に建設の受け入れ判断を行ったところですが、その際、県が示す県外

最終処分の法案の成立等５項目すべてで納得出来る内容が出てこなければ、最終

的な搬入受け入れ判断はしないこととし、引き続き国、県等と協議をしてきたところです。

このような中、去る２月８日には、県に対して５項目に関する国の対応状況が示され、

町及び町議会においても内容を精査し、必要な修正を求めてきたところですが、一昨

年には、県と大熊、双葉両町及び県と双葉郡８町村における協議を行い、国の対応

については概ね県及び地元自治体の意向を踏まえた対応がなされていることを確認

し、昨日、国と県、大熊、双葉両町において安全協定を締結したところであります。

町としましては、県が示した５項目への国の適切な対応はもちろんのこと、最も大切

な地権者への丁寧な説明と十分な理解を得ることについて国に再三要望してきまし

たが、１月３１日より実施してきました町政懇談会における中間貯蔵施設に関する意

見を見ますと、地権者から補償の面で納得がいかないとの意見もありましたが、一方

で、施設そのものの必要性については、多くの町民の方々に御理解をいただけたもの

との認識に至ったところであります。

大熊町、双葉町の搬入ルート、安全対策等未整理の部分もあり、実際の搬入に

当たっては、これらにしっかり対処した後に臨んでいただく必要がありますが、様々な考

えや御意見がある中、私としても、まさに苦渋の決断ではありますが、総合的な観点

から、搬入受け入れはやむを得ないものと判断したところです。

地権者の皆様の無念を察するに、納得のいく補償が必要であることは当然のこ と

であり、今後、国と地権者の皆さんの補償交渉が本格化する中、町では、国には「地

権者の大切な土地を譲っていただく」という謙虚な気持ちをもって、丁寧なだけではなく、

親身になった地権者への説明を求めるとともに、皆様が十分内容を理解して納得が

いく補償交渉となるよう、専門家による相談窓口を設けるなど、一層支援してまいりま

す。

また、施設及び輸送に関する安全性について、国では、輸送手段の効率性の確

認、輸送の影響の把握、さらには輸送管理システム等の検証を行い、より万全な対

策とするためにパイロット輸送として概ね一年間をかけて試験輸送を行うこととしておりま

次ページへ続きます
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福島第一原子力発電所２０km圏内の測定結果について

3月3日ＨＰ更新

№ 住所(測定位置) 
空間線量率(μSv/h)

線量計
12/25 1/8 1/15 1/22 1/29 2/5 2/12 2/19 2/26

23 夫沢 西北西約2.3km 7.5 7.3 7.4 7.5 7.7 7.3 7.6 6.8 7.5 NaI

25 野上 西約14km 1.2 1.2 1.3 0.9 0.9 - - 0.7 0.8 NaI

26 野上 西約11km 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.1 1.1 NaI

29 夫沢 西約2.4km 10.6 10.4 9.2 8.8 9.3 9.0 9.3 8.5 9.6 IC

30 夫沢 西約2.6km 10.3 9.9 10.1 10.0 10.3 8.5 10.0 9.1 10.0 NaI

34 大川原 西南西約7.5km 0.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.9 0.9 0.8 NaI

35 野上 西南西約6.6km 4.9 4.6 4.7 4.5 4.9 3.9 4.5 4.6 4.6 NaI

36 下野上 西南西約4.8km 3.2 3.1 3.3 3.2 3.4 2.8 3.4 3.3 3.3 NaI

37 夫沢 西南西約3.0km 26.1 26.3 27.0 25.6 26.4 24.6 25.4 23.5 24.8 IC

38 小入野 西南西約3.4km 3.2 3.2 3.3 3.2 3.3 3.2 3.3 2.7 3.3 NaI

47 熊川 南南西約3.7km 17.7 17.0 17.6 16.5 17.7 14.9 17.4 16.6 17.3 NaI

50 熊川 南約4.0km 8.3 7.9 7.8 7.5 8.0 7.9 7.9 7.7 7.6 NaI

線量計の種類 NaI : NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータによる値 ／ IC : 電離箱による値

測定実施者：電力会社

問い合わせ 原子力規制庁 監視情報課 ０３－５１１４－２１２５TEL

すが、その十分な検証による万全の対策を講じることはもちろんのこと、除去土壌の運

搬にも利用できる復興インターチェンジの整備、さらには、本格輸送をするに当たって、

町民の一時帰宅、将来の帰還に支障が出ないよう、中間貯蔵施設に直接通じた専

用道路の整備を国に強く求めてまいります。施設の安全性に関しては、安全協定に

基づく環境安全委員会により多くの町民が委員として参画できるよう国に認めさせたと

ころですが、当該委員会によって厳しく監視し、地権者始め町民の皆さんが感じる不

安の払拭に向け全力で取り組んでまいります。なお、パイロット輸送のルートについては、

現在調整しておりますので、確定次第再度お知らせします。

最後になりますが、地権者の皆様からの要望が強かった代替地につきまして、検討

中の第二次復興計画に、大熊町内への代替地整備を盛り込む予定でありますが、

今回の搬入受け入れにより、中間貯蔵施設に関する自由度の高い交付金を活用し、

すべての町民の皆様の生活再建に向けた支援のさらなる充実を図るなど、真の復興

に町一丸となって邁進していく考えでありますので、何卒御理解くださるとともに、皆様

の御支援、御協力をお願い申し上げます。

平成２７年２月２６日

大熊町長 渡辺利綱
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平成２７年度国民健康保険被保険者証の一括更新（発送）について

3月2日ＨＰ更新

浜通り×さんじょうライフvol.19714

平成２６年度の国民健康保険被保険証の有効期限は、平成２７年３月３１日までとなっていま

す。

これに伴い、４月１日から使用していただく平成２７年度の保険証は、３月下旬に簡易書留郵

便で発送する予定です。

保険証は、役場に登録のある避難先住所にお送りします。同じ世帯の方でも避難先住所に

よって送付先が違う場合がありますので、同一世帯員の保険証が届かないなどありましたら、

確認はそれぞれ世帯内で行うようお願いします。

郵便局からの配達は、件数が多いため順次配達されるとの事でしたので、手元に届くまでし

ばらくお待ちいただき、万が一、保険証が手元に届かない場合は、４月１日(水)以降に役場住

民課国保年金係までお問い合わせください。

※ 有効期限の切れた保険証は、４月１日以降に細かく切って破棄してください。

※ 避難先住所不明者、転出予定者への保険証発送はしません。

※ マル学保険証の方へは別途通知を送りますのでお待ちください。

保険証が更新される前に

同じ世帯の方で社会保険等に加入しているにもかかわらず、大熊町の国民健康保険の被保

険者証をお持ちの方はいませんか？

社会保険等の健康保険に加入した場合は、大熊町の国民健康保険の適用とならないため

資格を喪失する届け出が必要になります。

届け出が遅れると、さかのぼって資格を喪失することとなり、医療費の返還などが生じる場合

がありますので、健康保険の異動がある場合はすみやかに届け出るようお願いします。

また、保険証が切り替わった場合は、医療機関を受診する際にご注意ください。

問い合わせ 住民課 国保年金係 ０１２０－２６－３８４４（代）

※簡易書留郵便とは

普通郵便のように、郵便物を各家庭の郵便受けに入れるのではなく、郵便局の配達
員が直接手渡しする方法で、受領印が必要となります。配達時にご不在の場合は、郵
便局の配達員が「郵便物等お預かりのお知らせ」を置いていきますので、都合のいい
日時に再配達を希望されるか、または直接郵便局でお受け取りください。(保管期間
は１週間程度)

受け取り方など、詳しくは「郵便物等お預かりのお知らせ」でご確認ください。



被災自治体News

常磐自動車道（常磐富岡IC～浪江IC）における除染方針の達成状況について

2月26日ＨＰ更新

環境省は、平成２４年１２月から「常磐自動車道除染等工事」を行い、平成２５年６月をもって

除染作業を終了しました。このたびの常磐富岡IC～浪江IC間の開通に伴い、環境省では、路

面舗装等の効果による線量低減を期待した「除染方針」の達成状況の確認を行いました。

除染方針（平成２４年８月３１日公表）

①３.８μ㏜/h超から９.５μ㏜/h以下(平成２４年６月時点)

今後の復旧・整備工事で修繕・整備する箇所については、路面舗装等の効果による線量低

減が期待されることから、路面上における供用時の空間線量率をおおむね３.８μ㏜/h以下と

することを目指す。

②９.５μ㏜/h超(平成２４年６月時点)

合理的な範囲内で効果的な除染を実施し、路面上における供用時の空間線量率を、最も高

い箇所においても、おおむね９.５μ㏜/h以下とすることを目指す。

常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣの除染対象区間の空間線量率の状況

※モニタリングは道路上の地上１ｍ地点

※除染対象は３.８μ㏜/h超の区間（常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ１４.３ｋｍのうち約１２.９ｋｍ）

※常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間全体の空間線量率の平均値：１.１μ㏜/h

<平成２４年６月時点で３.８μ㏜/h超～９.５μ㏜/h以下の区間約８.８ｋｍ>

目 標：使用時におおむね３.８μ㏜/h以下

測定値：平均０.５～０.７μ㏜/h（平成２７年１月２７日）

<平成２４年６月時点で９.５μ㏜/h超の区間約４.１ｋｍ>

目 標：使用時におおむね９.５μ㏜/h以下

測定値：平均１.８～２.１μ㏜/h（平成２７年１月２７日）

◆ 常磐富岡ＩＣから浪江ＩＣまでの１４.３ｋｍを時速７０ｋｍで１回通行する際に受ける外部被ば

く線量は、自動車の場合０.２０μ㏜、自動二輪車の場合０.２４μ㏜です。

問い合わせ 富岡町役場 ０１２０－３３－６４６６

富岡町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.197 15



被災自治体News

常磐自動車道の走行モニタリング調査結果

2月27日ＨＰ更新

浜通り×さんじょうライフvol.19716

福島県からのお知らせ

３月１日、常磐自動車道の常磐富岡IC～浪江IC間が開通することにより常磐自動車道の全

線が開通しました。また、２月２８日には、常磐富岡ICへのアクセス道となる大熊町の国道２８８

号と県道いわき浪江線の一部（帰還困難区域内のため、これまで通行を規制されていた区間）

の自動車による自由通行が可能となりました。

福島県では今般の全線開通および通行規制の解除に先立ち、２月２５日に当該区間の空間

線量率を把握するため、ＧＰＳ連動型空間線量率自動記録システムKURAMA-IIを用いて、東

日本高速道路株式会社と協力し走行モニタリングを実施しましたので、その測定結果をお知ら

せします。

空間線量（車外の地上１ｍの空間線量率に補正）の推移

船引三春IC→（国道２８８号、県道いわき浪江線）→常磐富岡IC→（常磐自動車道）→浪江IC

積算線量について

車外の積算線量（線量推移グラフから算出）

０．３６μSv０．１６μSv

常磐自動車道（常磐富岡IC→浪江IC）国道２８８号（中屋敷ゲート）→県道いわき浪江線（野上橋ゲート）

問い合わせ 生活環境部 放射線監視室 ０２４－５２１－８４９８TEL



平成２７年２月２８日

協会けんぽおよび船員保険の加入者のうち、福島第一原発の事故に伴う警戒区域等の被災者に

かかる、平成２７年３月１日以降の医療機関における窓口での一部負担金（※1）の免除措置につき

ましては、次の区分に応じて取り扱うこととなりました。

なお、平成２７年３月以降も医療機関における窓口での一部負担金の免除措置の継続となる方に

は、更新した免除証明書を平成２７年２月末日までにお送りしています。お手元に届かない場合は、

お手数ですが協会けんぽまでお問い合わせください。

問い合わせ
全国健康保険協会（協会けんぽ）新潟支部 業務グループ

０２５－２４２－０２６２
受付時間：午前８時３０分～午後５時１５分

（土日・祝日・年末年始を除く）

浜通り×さんじょうライフvol.197 17

平成２６年度中に、避難指示解除準備区域の指定が解除された区域
の上位所得層（※2）に該当しない方

旧緊急時避難準備区域または平成２５年度以前に指定が解除され
た特定避難勧奨地点の上位所得層（※2）に該当しない方

平成２８年２月２９日

現に帰還困難地区、住居制限区域、避難指示解除準備区域、特定
避難勧奨地点に指定されている区域の方

平成２７年９月３０日

（※3）

平成２６年度中に、避難指示解除準備区域の指定が解除された区域
の上位所得層（※2）に該当する方

平成２７年２月２８日

をもって免除終了（※3）

旧緊急時避難準備区域または平成２５年度以前に指定が解除され
た特定避難勧奨地点の上位所得層（※2）に該当する方

有効期限対象区分

（※1） 被保険者とその被扶養者が保険医療機関・保険薬局および指定訪問看護事業者で受けた

療養に係る一部負担金をいいます。

（※2） 上位所得層とは、事業主から受ける毎月の給料などの報酬の月額が、５３万円以上の被保険

者をいいます。

（※3） 平成２７年３月以降、上位所得層から一般所得層（標準報酬月額５０万円以下）に所得区分の

改定が行われた場合は、改めて免除申請をしていただくことで所得区分の改定された月から

免除措置の対象となり、一部負担金が免除されます。

TEL



平成２７年２月２５日

当社は、避難指示区域※1内の家財に係る賠償につきまして、世帯人数・世帯構成に応じて設定し

た定型金額による賠償（以下、定型賠償）を実施しております（平成２５年３月２９日お知らせ済み）が、

個別の家財に生じた損害を積み上げた合計金額が、定型賠償時にお支払いした金額を超える場合

は、超過した金額を家財個別賠償（以下、個別賠償）として、あらためてご案内させていただくこととし

ておりました。

このたび、個別賠償のうち、ご案内済みの仏壇（平成２６年３月２６日お知らせ済み）以外のお取り

扱いの準備が整いましたので、以下のとおりお知らせいたします。

１．ご請求いただける方

家財定型賠償を合意されたご請求者さまのうち、家財に生じた損害を個別に積み上げた合計金額

が定型賠償金額を超える方とさせていただきます。

２．お支払いの対象となる資産

当社事故発生時点において避難指示区域内に個人さまが所有する家財のうち、持ち出すことがで

きずに事故発生以降も住宅に残されている家財を対象とさせていただきます。なお、家財は定型賠

償と同様に以下のとおり分類させていただきます。

・高額家財：一品あたりの購入金額が３０万円（税込）以上の家財

・一般家財：一品あたりの購入金額が３０万円（税込）未満の家財

３．お支払いの対象となる損害

持ち出すことができずに財物価値が喪失した家財の当社事故発生時点の時価相当額、または避

難等による管理不能にともない財物価値が減少した家財の原状回復費用（実費）を対象とさせてい

ただきます。なお、時価相当額につきましては、原則として、高額家財・一般家財の購入金額にそれ

ぞれの時間経過に伴い低減した価値を控除した金額となります。

４．お支払いする賠償金額

高額家財、一般家財それぞれにつきまして、以下の算定式により算定いたします。

＜避難指示区域内に居住されていた方の場合＞

賠償金額 ＝（高額家財の時価相当額・原状回復費用 － 高額家財の定型賠償金額）＋（一般家

財の時価相当額・原状回復費用 － 一般家財の定型賠償金額）＋ 諸費用※2

＜避難指示区域外に居住されていた方の場合＞

賠償金額 ＝（高額家財の時価相当額・原状回復費用）＋（一般家財の時価相当額・原状回復費

用） － 定型賠償金額 ＋ 諸費用※2

福 島 復 興 本 社

次ページへ続きます

浜通り×さんじょうライフvol.19718
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＊当社事故発生時点において避難指示区域外にお住まいだった方につきましても、対象となる家

財を所有されている場合、修理・清掃費用相当額として、所有者お一人さまあたり１０万円をお支払

いしております。

５．ご請求書類の発送および受付

定型賠償または仏壇賠償に合意された方宛に、本日よりダイレクトメールを発送いたしますので、

内容をご確認いただき、ご請求書類の発送を希望される場合には、誠にお手数ですが、「福島原子

力補償相談室 財物（土地・建物・家財）ご相談専用ダイヤル」までご連絡くださいますようお願い申

し上げます。

なお、ご請求いただく際に当該家財の証憑類ならびに写真が必要となりますので、ご請求前にや

むを得ず家財を撤去・処分される場合は、当該家財の証憑類ならびに写真撮影による写真の保管を

お願いいたします。

※１ 避難指示区域：平成２４年３月１６日に原子力損害賠償紛争審査会により策定された「東京電力

株式会社福島第一、第二原子力発電所事故による原子力損害の範囲の判定等に関する中間指針

第二次追補」において「避難指示区域」として扱うこととされた区域

※２ 諸費用：家財の賠償に関する諸費用として、ご請求者さまあたり定額１万円を１回に限りお支払

いいたします。なお、１万円を超える場合には、合理的な範囲で実費をお支払いいたします。

問い合わせ
東京電力 福島原子力補償相談室
財物（土地・建物・家財）ご相談専用ダイヤル

０１２０－９２６－５９６ （受付時間：午前９時～午後９時）

交流ルームひばり通信

新潟県食生活改善推進委員協議会のご厚意により、3月食事会を開催します。

（今年度最終です。来年度も継続予定です。）

作り方をお聞きしたり、次回のメニューのリクエストをしたり、バランスの良い、温か

くおいしい食事を皆さんで囲んでみませんか。

今回のメニューは「おまかせ郷土料理」です。新潟県ならでは！いろいろな食材を使った

メニューにご期待ください。

もちろん、作ってみたいと思われる方の参加も大歓迎です。

日 時 ３月１８日 正午から

場 所 三条市総合福祉センター 3階 調理室

交流ルーム「ひばり」集合後、移動します。

参加費 250円（当日徴収）

申込締切 ３月１３日(金)正午
交流ルーム「ひばり」 TEL ０２５６-３３-８６５０

水



交流ルームひばり通信

●と き ３月７日 午前9時～10時15分（予定）

●ところ 三条市総合福祉センター １階ロビー

●主 催 さんじょう∞ふくしま「結」の会

●参加予定者 避難者(市内外)、三条市民ほか

土

① 黙とう

② 追悼のことば
・避難者代表
・三条市長

③ 献花

東日本大震災から4周年を迎え、亡くなられた方々の鎮魂と、被災地の一日も早い復興を

願い、追悼式を開催します。

また、追悼式終了後には、温かく支えてくださった方々への感謝とそれぞれの道を歩みつ

づける決意を込めて、交流事業を開催します。

（昨年の追悼式典の様子）

追悼式典午前９時 午前９時３５分（予定） 交流事業

●三小相承会による追悼演奏

３月１１日 水

交流ルームひばり

・正午～午後３時 献花
・午後２時４６分 黙とう

※当日は、保内小学校５年生から、
お米と歌のプレゼントがあります。
詳しくは、次ページをご覧ください。
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交流ルームひばり通信

三条市立保内小学校の５年生が丹精込めて育てたお米を、被災者の皆さんに食べてほしい

と、プレゼントしていただくことになりました。

また、亡くなられた方々への鎮魂の想いを込めた合唱も披露してくださいます。

曲は「涙そうそう」（作詞：森山良子／作曲：BIGIN）です。

震災から４年を迎える被災者の皆さんに、少しでも笑顔と元気を届けたいとのことです。

とき ３月１１日 午後2時15分～3時（予定）

ところ 交流ルームひばり ※ひばりでは、正午から午後3時まで献花できます。
午後２時４６分には黙とうを行います。

当日は、献花と黙とうを被災者の皆さんとともに行う予定です。

「ひばり」で、保内小学校の子どもたちから元気をもらいませんか。

水

「浜通り×さんじょうライフ」と一緒にお届けします。
※直接お渡ししたいので、できるだけお家にいてくださるようお願いします。

お届け日 ３月１２日（木）

引換券を
お忘れなく

お留守の場合は「引換券」を置いていきますので、受け取りにお越しください。

受取場所 交流ルームひばり

受取期限 ３月２３日(月) ※忘れずに受け取りにお越しください。

浜通り×さんじょうライフvol.197 21

多くの方の参加をお待ちしています。



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232 浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）
大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松市追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

63

5

1

1

2

1

4

8

1

5

35

世帯数

141

12

4

3

2

1

8

20

2

8

81

人数市町村名

南相馬市小高区

南相馬市原町区

南相馬市鹿島区

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

川内村

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数 ( 2015.3.4 現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

３月の『ひばり』

問い合わせ ０２５６－３３－８６５０

ｈｉｂａｒｉ_ｓａｎｊｏ_ｎｙｈ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ

[開館時間] 午前９時３０分～午後３時

TEL

E-mail交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）
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食事会

ひばり
献花・黙とう

午後
ひばり休み

ひばり休み
浜通り配布

ひばり
茶話会

ひばり休みひばり休みひばり休み

２１日２０日１９日１８日１７日１６日１５日

食事会
締切

ひばり休み
浜通り配布
お米配布

版画教室

ひばり休み

ラジオ福島
中継

in ひばり

１４日１３日１２日１１日１０日９日８日

東日本大震災

四周年
追悼式典

ひばり休み
浜通り配布

７日６日５日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

家に閉じこもりがちな季節、気軽に参加ください。

土金木水火月日


